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地域の魅力を伝える
「地域まるごとホテル」とは

2024/05/30 地域まるごとホテル＠三浦半島
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なぜ「地域まるごとホテル」なのか？

・ホテルは、衣・食・住を包含した施設であり、「地域の暮らし」（衣・食・住の集積）を表現する上で適した施設である。
「ホテルへ宿泊する」とは、その宿泊の間だけ、ホテル側が作り上げた世界の中で暮らすこと。「地域まるごとホテル」を通じ
て、これまで地域に来訪していなかった層に「地域の暮らし」を届け、新たな繋がりを生むことができる。

・事業者のメリットとしては、各事業者が個別にサービスを提供するのでは無く、宿泊や飲食等の事業者同士が連携して
地域一体として「地域まるごとホテル」のサービスを提供することで、事業のブラッシュアップ、サービスの高付加価値化、新
たな販路開拓等の既存事業のさらなる収益化や新たな稼ぐ力の創出に繋げることができる。

ホテルの空間・時間の構成要素
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地域に関心を持つ
（観光・旅行先として）

地域に行く
（観光・旅行先として）

ホテルに泊まる

地域に関心を持つ
（ライフスタイル実現のため）

ホテルに泊まる 地域に通う
（ライフスタイル実現のため）

地域への来訪プロセスの変化

従来の観光ホテル 地域まるごとホテル



事例紹介
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小菅村と沿線まるごとホテルの事例を元にお話します。

地域での事業化の５つのポイント
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地域での事業化の５つのポイント

１ カテゴリを創出・独占できるコンセプトの立案
・突出性を生み出す「カテゴリ」をつくれているか？
・地域要素、面的要素、自分要素を活かせているか？

２ 客単価・客数から逆算したハード・ソフトの計画
・客単価で勝負するのか？客数（稼働率）で勝負するのか？
・客単価を実現できる、ハード・ソフトになっているか？

３ 付加価値、コスト柔軟性を生み出す地域の巻き込み
・都市型ビジネスでは出せない、情緒・ホスピタリティ・関係性を提供できているか？
・地域住民を巻き込んだ運営によって、固定費を下げることができているか？

４ 愛着・誇りやアイデンティティに基づく圏域の設定
・巻き込む住民が愛着・誇りやアイデンティティを感じられる圏域か？
・想定顧客にイメージ訴求できる、共感してもらえる圏域か？

５ コンセプト・コンテンツ・客単価等の徹底的な実証
・コンセプト・コンテンツが、客に感動を与えるか？
・計画通りの客単価を、本当に払ってもらえるか？

Copyright © 2022 SATOYUME Ltd. All rights reserved.
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山梨県小菅村
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小菅村の人口シミュレーション
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小菅村の観光統計～宿泊か日帰りか～
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夏期は宿泊旅行の比率が高い

◆年度を通じて、ほとんどが、 「日帰り」。
◆年度を通じた「宿泊」の比率は村外宿泊率で約15.5%、村内宿泊率で約

8.3%。
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空家問題

Copyright © 2018 SATOYUME Ltd. All rights reserved.

長作地区へ

国道139号へ
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株式会社EDGEの設立

Copyright © 2021 SATOYUME Ltd. All rights reserved.
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コンセプト

700人の村がひとつのホテルに。

（村まるごとホテル）
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「村まるごとホテル」とは

要素①

古民家
活用

要素②

分散型

要素③

地域
運営型

要素④

地域
まるごと

× × ×

この4つの要素を総合的に実装することで、さとゆめ独自のホテル・サービスを実現できる

広島県竹原市、石川県能登町、京都府京都市など
全国複数エリアで先行事例多数あり

集落丸山（兵庫県篠山市）等の先行事例あり

長年地域と伴走してきたさとゆめの実績を活かし、独自のホテルを構築中

さとゆめならではの強み
（コア・コンピタンス）
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地域での事業化の５つのポイント

１ カテゴリを創出・独占できるコンセプトの立案
・突出性を生み出す「カテゴリ」をつくれているか？
・地域要素、面的要素、自分要素を活かせているか？

２ 客単価・客数から逆算したハード・ソフトの計画
・客単価で勝負するのか？客数（稼働率）で勝負するのか？
・客単価を実現できる、ハード・ソフトになっているか？

３ 付加価値、コスト柔軟性を生み出す地域の巻き込み
・都市型ビジネスでは出せない、情緒・ホスピタリティ・関係性を提供できているか？
・地域住民を巻き込んだ運営によって、固定費を下げることができているか？

４ 愛着・誇りやアイデンティティに基づく圏域の設定
・巻き込む住民が愛着・誇りやアイデンティティを感じられる圏域か？
・想定顧客にイメージ訴求できる、共感してもらえる圏域か？

５ コンセプト・コンテンツ・客単価等の徹底的な実証
・コンセプト・コンテンツが、客に感動を与えるか？
・計画通りの客単価を、本当に払ってもらえるか？

Copyright © 2022 SATOYUME Ltd. All rights reserved.



• 小菅村には、村内に約100棟の空家が点在。
• 状態がよい物件、家主の了解がとれたものから改修し、古民家ホテルとして活用。
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要素① 古民家活用

長作地区へ

国道139号へ
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要素① 古民家活用 ＜大家＞ ※2019年8月開業
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要素① 古民家活用 ＜崖の家＞ ※2020年8月開業

16
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地域での事業化の５つのポイント

１ カテゴリを創出・独占できるコンセプトの立案
・突出性を生み出す「カテゴリ」をつくれているか？
・地域要素、面的要素、自分要素を活かせているか？

２ 客単価・客数から逆算したハード・ソフトの計画
・客単価で勝負するのか？客数（稼働率）で勝負するのか？
・客単価を実現できる、ハード・ソフトになっているか？

３ 付加価値、コスト柔軟性を生み出す地域の巻き込み
・都市型ビジネスでは出せない、情緒・ホスピタリティ・関係性を提供できているか？
・地域住民を巻き込んだ運営によって、固定費を下げることができているか？

４ 愛着・誇りやアイデンティティに基づく圏域の設定
・巻き込む住民が愛着・誇りやアイデンティティを感じられる圏域か？
・想定顧客にイメージ訴求できる、共感してもらえる圏域か？

５ コンセプト・コンテンツ・客単価等の徹底的な実証
・コンセプト・コンテンツが、客に感動を与えるか？
・計画通りの客単価を、本当に払ってもらえるか？

Copyright © 2022 SATOYUME Ltd. All rights reserved.



要素② 分散型
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崖の家

大家（ﾌﾛﾝﾄ）
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送迎・清掃・ガイド・体験等を、地域住民が対応し、
「地域運営型ホテル」へ。

要素③ 地域運営型
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要素④ 地域まるごと

村の・・・

古民家（空家）

道路や畔道

道の駅

小菅の湯

商店がある通り

村人

ホテルの・・・

客室

廊下

ロビー

スパ（大浴場）

ギフトショップ

コンシェルジュ
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小菅村役場とともに、綿密な住民説明・巻き込み。
（近所⇒集落⇒高齢者⇒全村と段階的に実施）

要素④ 地域まるごと
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開業後のメディアの反響



村まるごとウェディング、始めました！
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フォトウェディング、増えてます！

-24-©37frames
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地域での事業化の５つのポイント

１ カテゴリを創出・独占できるコンセプトの立案
・突出性を生み出す「カテゴリ」をつくれているか？
・地域要素、面的要素、自分要素を活かせているか？

２ 客単価・客数から逆算したハード・ソフトの計画
・客単価で勝負するのか？客数（稼働率）で勝負するのか？
・客単価を実現できる、ハード・ソフトになっているか？

３ 付加価値、コスト柔軟性を生み出す地域の巻き込み
・都市型ビジネスでは出せない、情緒・ホスピタリティ・関係性を提供できているか？
・地域住民を巻き込んだ運営によって、固定費を下げることができているか？

４ 愛着・誇りやアイデンティティに基づく圏域の設定
・巻き込む住民が愛着・誇りやアイデンティティを感じられる圏域か？
・想定顧客にイメージ訴求できる、共感してもらえる圏域か？

５ コンセプト・コンテンツ・客単価等の徹底的な実証
・コンセプト・コンテンツが、客に感動を与えるか？
・計画通りの客単価を、本当に払ってもらえるか？

Copyright © 2022 SATOYUME Ltd. All rights reserved.
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JR東日本との協業

Copyright © 2021 SATOYUME Ltd. All rights reserved.

「まるごとホテル」を、JR沿線で展開し、

沿線の活性化に貢献したい。

『沿線まるごとホテル』

乗降客数減の課題を抱えつつ、マイクロツーリズムで注目される

「JR青梅線沿線」から！



アドベンチャーラインの降車数(人)

JR東日本との協業の方向性
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無人駅

小菅村

◼ 青梅駅～奥多摩駅のアドベンチャーライン区間で事業化を検討中。

◼ 青梅駅と奥多摩駅以外は無人駅ですが、それらをホテル事業の中で活用。

◼ 奥多摩駅の先の小菅村とも、一体的に事業展開する。

1,350,000

1,400,000

1,450,000

1,500,000

1,550,000

1,600,000

1,650,000

1,700,000
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「沿線まるごとホテル」とは

要素①
沿線遊休
資産活用

要素②
分散型

要素③
地域
運営型

要素④
地域

まるごと

沿線の無人駅、有休スペース、廃屋、古民家等の活用。

風景に溶け込むように泊まる、村人になった気持ちで過ごすという価値付け
。さらには、分散した客室が鉄道および二次交通で接続されていることで利
便性も確保。

住民の非常勤勤務による固定費削減、独自のあたたかみのあるホスピタリティ

「沿線まるごと」の物理的な圏域は？
「沿線まるごと」の世界観をどう感じてもらうのか？
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「地域まるごと」を実現するものは何か？

• 「愛着、アイデンティティ」（ふるさと的な何か）があるからこそ、その地域のために協力しよ
う、手伝おう、そこに来るお客様をあたたかくお迎えしよう、もてなそうと思うのではないか。

• 住民が「愛着、アイデンティティ」を感じるエリア（面的な広がり）を最小ユニットとして、「
まるごと」を実現していかないと、「まるごと」の世界観を構築していけないのではないか、顧
客価値につながらないのではないか。

• 「NIPPONIA 小菅」の場合、「700人の村がひとつのホテルに。」というコンセプトを打ち出して

いるが、実際には、大家は中組集落、崖の家は小永田集落の住民の協力を得て運営している。自
分が住んでいる集落にホテルができたことを喜び、運営者である我々に協力し、お客様をあたた
かく受け入れてくれている。

Discover Japan 10月号（9/4発売）掲載写真

大家棟が立地する中組集落の皆さんとの集合写真。
この写真が、まさに「地域まるごとホテル」の世界観を象徴する
ものと言える。この写真をどう、青梅線沿線で実現するのか。

＜小菅村マメ知識＞
・1889年（明治22年）の町村制の施行以降、小菅村として単独で自治体
を形成。

・橋立、川池、田元、中組、東部、白沢、小永田、長作の8つの集落で構
成されている。
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「沿線まるごと」の最小ユニットは何か？

• 「沿線まるごとホテル」も、目指すところは青梅線沿線全域、あるいはアドベンチャーライン沿
線全域であるが、「まるごとホテル」の世界観を実現していく際には、住民が愛着、アイデンテ
ィティを感じられるエリアを最小ユニットとして、事業を進めていくのが望ましい。

• 例えば、一言で奥多摩町と言っても、3つの旧村（旧氷川村、旧古里村、旧小河内村、1955年合併
）に含まれていた15の集落（大字）から成り立っており、住民の地域への愛着、アイデンティテ
ィは、奥多摩町よりも、集落のほうにより強いのではないか。

• 1944年に開通した青梅線の駅も、多摩川流域の主要な集落に近いところに設置されたと考えられ
る。よって、この「駅と集落」というエリアが最小ユニットになってくるのではないか。

＜奥多摩町内の「駅と集落」のユニット＞

● 奥多摩駅と、氷川集落・境集落
● 白丸駅と、白丸集落
● 鳩ノ巣駅と、棚沢集落
● 古里駅と、小丹波集落
● 川井駅と、川井集落

奥多摩町集落マップ
各集落と青梅線の駅の関係が見て取れる。



「沿線まるごとホテル」の基本構造
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◼ 集落ごとに、無人駅を「ホテルのフロント」、古民家を「客室」、住民は「キャスト」と見立て、無人駅や古民家

の管理・接客を、集落住民が行う。

◼ 住民のアイデンティティを守り、かつ金銭的メリットを発生させることで、自律的な運営を実現。

沿線まるごとホテル
▲▲集落棟

沿線まるごとホテル
◆◆集落棟

ホテルのフロント

沿線まるごとホテル
●●集落棟

住
民

住
民

住
民

住
民

住
民

古民家 ホテルの客室

ホテルの廊下

集落内の道

管理
接客

対価

管理

送迎

▲▲駅 ●●駅 駅



「沿線まるごとホテル」の基本構造
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◼ 「駅と集落」ユニットを増やしていくことで、「沿線まるごとホテル」の世界観が醸成されていく。

◼ 「集落や駅を選んで泊まる」「無人駅に泊まりに行く」体験価値を提供。

◼ アプリなどで、宿泊・飲食・体験・送迎・移動・荷物輸送・交流、全てをスムーズに予約・
コーディネートできることを目指す。

B集落棟 C集落棟 D集落棟 E集落棟A集落棟

沿線まるごとホテル

「集落や駅を選んで泊まる」「無人駅に泊まりに行く」体験価値を提供するための仕組み（アプリ等）

「駅と集落」を最小ユニットとして、「集落まるごとホテル」の世界観をつくり込み
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地域での事業化の５つのポイント

１ カテゴリを創出・独占できるコンセプトの立案
・突出性を生み出す「カテゴリ」をつくれているか？
・地域要素、面的要素、自分要素を活かせているか？

２ 客単価・客数から逆算したハード・ソフトの計画
・客単価で勝負するのか？客数（稼働率）で勝負するのか？
・客単価を実現できる、ハード・ソフトになっているか？

３ 付加価値、コスト柔軟性を生み出す地域の巻き込み
・都市型ビジネスでは出せない、情緒・ホスピタリティ・関係性を提供できているか？
・地域住民を巻き込んだ運営によって、固定費を下げることができているか？

４ 愛着・誇りやアイデンティティに基づく圏域の設定
・巻き込む住民が愛着・誇りやアイデンティティを感じられる圏域か？
・想定顧客にイメージ訴求できる、共感してもらえる圏域か？

５ コンセプト・コンテンツ・客単価等の徹底的な実証
・コンセプト・コンテンツが、客に感動を与えるか？
・計画通りの客単価を、本当に払ってもらえるか？

Copyright © 2022 SATOYUME Ltd. All rights reserved.



沿線まるごとホテル 4つのコンテンツ

34

無人駅チェックイン 集落ホッピング

沿線ガストロノミー 古民家ステイ

1 2

3 4



沿線まるごとホテル 実証実験概要
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◼ JR東日本の交通インフラ（青梅線）や沿線集落の古
民家（空き家）を活用し、地域住民とともに運営を行
う新たな滞在型観光、マイクロツーリズム

◼ 期間｜2021年2月17日(水)〜3月31日(水)

◼ 料金｜1泊2食&体験付き 27,000円/人(税抜)

◼ 利用駅｜JR東日本 青梅線 白丸駅・奥多摩駅

JR青梅線 白丸駅 JR青梅線 奥多摩駅



実証実験結果概要（2/17-3/31）
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宿泊組数・宿泊者数 稼働率 予約数・ｷｬﾝｾﾙ数

宿稼働率 １００%
宿泊者数 120人

宿泊組数 60組完売

ｷｬﾝｾﾙ数 10組

予約数 70組

◼ 2/17-3/31の1.5ヶ月で60組、120人分完売。

◼ 稼働率は100%

◼ 期間中の予約数は70組、キャンセル数は10組。

キャンセルはわずか10組で、その後空いた予約枠もすぐに埋まり

2/17-3/31の30日間で60組、120人分が見事完売しました。
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「ガイアの夜明け」が3ヶ月密着取材

Copyright © 2021 SATOYUME Ltd. All rights reserved.

◼ 3ヶ月の密着にて、JR青梅線の魅力を”まるごと”紹介。

◼ 2021年4月16日(金) 30分程度の長尺で放送。

密着取材風景

密着取材風景
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2021年12月、JR東日本との共同出資会社を設立して、本格事業化
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2022年6月、沿線まるごとラボの開設
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2022年6月、沿線まるごとラボの開設

Copyright © 2021 SATOYUME Ltd. All rights reserved.



-41-

沿線まるごとコンシェルジュ
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ホテルのブランド
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ホテルの建築設計（スケッチ）
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ホテルのランドスケープ（スケッチ）
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地域での事業化の５つのポイント

１ カテゴリを創出・独占できるコンセプトの立案
・突出性を生み出す「カテゴリ」をつくれているか？
・地域要素、面的要素、自分要素を活かせているか？

２ 客単価・客数から逆算したハード・ソフトの計画
・客単価で勝負するのか？客数（稼働率）で勝負するのか？
・客単価を実現できる、ハード・ソフトになっているか？

３ 付加価値、コスト柔軟性を生み出す地域の巻き込み
・都市型ビジネスでは出せない、情緒・ホスピタリティ・関係性を提供できているか？
・地域住民を巻き込んだ運営によって、固定費を下げることができているか？

４ 愛着・誇りやアイデンティティに基づく圏域の設定
・巻き込む住民が愛着・誇りやアイデンティティを感じられる圏域か？
・想定顧客にイメージ訴求できる、共感してもらえる圏域か？

５ コンセプト・コンテンツ・客単価等の徹底的な実証
・コンセプト・コンテンツが、客に感動を与えるか？
・計画通りの客単価を、本当に払ってもらえるか？

Copyright © 2022 SATOYUME Ltd. All rights reserved.

上記5つのポイントを元に次のワークショップで、地域まるごとホテル回遊プランを作ってみましょう！
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